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 10 回目を数えた「ながい雪灯り回廊まつり」、今年も市民手
作りによる約５千個のスノーランタンに、午後５時一斉に火が
灯され、街中を幻想的な世界へと変えた。（5 ページ）
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長
井
市
と
当
所
の
三
役
懇
談
会
が
、

2
月
7
日
開
か
れ
た
。
懇
談
の
内
容
は

平
成
25
年
度
事
業
計
画
の
意
見
交
換

で
、
特
に
市
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

長
井
市
再
生
の
た
め
の
3
つ
の
計
画
、

「
社
会
資
本
整
備
総
合
計
画
（
都
市
再

生
整
備
計
画
）」「
観
光
振
興
計
画
」「
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。
市
の
議
会
で
五
度

に
わ
た
り
原
案
が
修
正
さ
れ
た
件
で
あ

る
。

　

内
谷
市
長
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
構
想

の
中
身
は
平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度
ま

で
の
お
お
よ
そ
5
年
間
で
、
中
心
部
に

約
19
億
円
か
け
、
質
の
高
い
街
づ
く
り

（
街
路
事
業
）
と
通
年
型
観
光
拠
点
を

整
備（
川
と
道
の
駅
・
花
公
園
な
ど
）し
、

観
光
振
興
を
図
り
な
が
ら
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
。

　

今
回
の
三
位
一
体
（
3
つ
の
計
画
）

構
想
の
基
本
方
針
と
し
て
、
観
光
客
数

20
万
人
の
増
加
と
、
そ
れ
に
よ
る
経
済

効
果
が
12
億
円
と
い
う
具
体
的
な
目
標

値
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
国
か
ら
計

画
の
認
定
と
事
業
採
択
を
受
け
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
5

年
間
を
第
1
弾
と
す
れ
ば
、
第
2
弾
、

第
3
弾
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
重
層
的
な
整
備
を
計
画
で
き
る
こ
と

と
、
民
間
事
業
者
に
も
国
の
補
助
メ

ニ
ュ
ー
枠
が
格
段
に
広
が
る
こ
と
を
上

げ
た
。

　

内
谷
市
長
は
、
国
の
方
で
も
経
済
効

果
が
高
く
、
即
効
性
の
あ
る
よ
う
な
中

心
市
街
地
に
お
け
る
都
市
再
生
整
備
事

業
は
優
先
的
に
認
め
ら
れ
る
傾
向
に
あ

る
と
し
て
、
当
市
の
経
済
効
果
は
も
ち

ろ
ん
、
西
置
賜
の
核
と
し
て
基
盤
づ
く

り
と
捉
え
て
い
る
と
述
べ
た
。

　

懇
談
で
は
当
所
か
ら
は
、
構
想
ど
お

り
に
観
光
誘
客
に
つ
な
が
り
、
雇
用
創

出
に
貢
献
し
、
生
活
環
境
も
改
善
さ
れ

れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な
い

が
、
構
想
が
大
き
い
た
め
、
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
が
な
か
な
か
掴
め
な
い
。
い

ず
れ
「
ま
ち
づ
く
り
会
社
」
の
設
立
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
よ
う
だ
が
、
ま
ち
づ

く
り
会
社
が
ど
ん
な
役
割
を
担
い
、
ど

ん
な
ふ
う
に
運
営
す
る
か
だ
。
問
題
は

タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
よ

う
な
人
材
の
確
保
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。

市
と
当
所

　
　
　
三
役
懇
談
会 

開
く
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有料広告

　
「
川
と
道
の
駅
構
想
」「
最
上
川
河
川

緑
地
公
園
整
備
構
想
」
な
ど
に
係
る
予

算
審
議
を
め
ぐ
り
、
仕
切
り
直
し
を
繰

り
返
す
市
議
会
、
こ
れ
を
懸
念
す
る
関

係
団
体
が
長
井
市
議
会
と
の
意
見
交
換

会
を
開
い
た
。
市
議
会
か
ら
は
蒲
生
光

男
議
長
を
は
じ
め
、
安
部
隆
副
議
長
、

小
関
勝
助
議
員
（
産
業
・
建
設
常
任
委

員
長
）
ら
8
名
の
議
員
が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
長
井
市
観
光

協
会
の
若
狭
嘉
政
会
長
が
「
今
ま
で
の

通
過
型
観
光
か
ら
滞
在
型
観
光
へ
と
シ

フ
ト
し
、
観
光
を
産
業
と
し
て
育
て
て

い
き
た
い
。
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
長

井
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
が
ま
と
め
上

げ
ら
れ
る
か
、
そ
れ
に
は
議
員
の
皆
さ

ん
の
力
が
必
要
だ
」
と
、
開
催
の
趣
旨

を
述
べ
た
。

　

小
関
議
員
か
ら
本
議
案
に
関
す
る
昨

年
3
月
定
例
会
か
ら
今
ま
で
の
経
過
の

説
明
が
あ
っ
た
あ
と
、蒲
生
議
長
は「
都

市
再
生
整
備
事
業
に
関
し
、
当
局
か
ら

は
一
貫
性
あ
る
説
明
が
な
い
。
事
業
全

体
の
概
要
が
解
ら
な
い
の
で
は
可
否
の

判
断
が
で
き
な
い
」
と
し
、「
た
だ
や

み
く
も
に
反
対
し
て
い
る
の
で
は
な
く

て
、
経
済
波
及
効

果
、
他
の
遊
休
土
地

の
活
用
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
と
リ
ス
ク

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
視

野
か
ら
市
民
の
目
線
で
考
え
て
い
る
。

市
の
活
性
化
と
い
う
点
で
は
、
熱
い
気

持
ち
は
皆
さ
ん
と
同
じ
だ
」と
語
っ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、出
席
者
か
ら「
ハ
ー

ド
を
整
備
す
る
の
は
行
政
の
役
割
で
、

運
営
す
る
の
は
民
間
だ
と
い
う
が
、
民

間
と
は
誰
な
の
か
、
携
わ
る
当
事
者
と

し
て
の
市
民
の
顔
が
見
え
な
い
。
構
想

作
り
の
段
階
か
ら
、
具
体
的
に
関
わ

る
当
事
者
を
交
え
た
議
論
が
必
要
で

は
」「
こ
の
事
業
構
想
は
中
心
市
街
地

の
活
性
化
だ
と
聞
い
て
い
る
。
郊
外
店

舗
が
張
り
付

き
、
ま
す
ま

す
中
心
部
が

空
洞
化
す
る

な
か
、
そ
の

対
策
と
し
て

前
向
き
な
考

え
方
で
、
補

助
事
業
を
有

効
に
活
用
し

て
も
ら
い
た

い
」
と
い
っ

た
意
見
が
寄

せ
ら
れ
た
。

市
議
会
・
観
光
協
会
・
当
所
建
設
部
会

意
見
交
換
会 

開
く

挨
拶
に
立
つ
蒲
生
議
長
と

出
席
し
た
議
員
の
皆
さ
ん
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美しいハーモニーでコーラスを披露
（研修委員会）

模擬面接会で、緊張した面持ちで望む生徒たち

舞を披露する
菅野幸子さん

フラダンスを披露
する小関道子さん

女性らしい身振りでフラダンスを披露
（ゆとり委員会）

エネルギッシュなよさこいソーランを
披露（いきいき委員会）

　

女
性
会
で
は
、
ゆ
と
り
委
員
会
（
今
野
サ
チ

委
員
長
）
が
主
管
し
て
は
ぎ
苑
で
新
年
会
を
開

い
た
。

　

越
津
眞
幾
子
会
長
（
平
和
堂
薬
房
）
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た
横
澤
泰
雄

会
頭
が
祝
辞
を
述
べ
た
。
引
き
続
き
今
年
度
の

新
会
員
と
し
て
入
会
し
た
、
長
谷
部
龍
子
さ
ん

（
長
谷
部
鉄
筋
）、
藤
川
浩
子
さ
ん
（
藤
川
ス
タ

ジ
オ
）、
上
野
厚
子
さ
ん
（
ア
コ
ト
レ
ー
ス
）

の
3
名
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
余
興
と
し
て
女
性
会
ら
し
く

日
本
舞
踊
や
、
委
員
会
ご
と
日
頃
か
ら
練
習
し

て
い
る
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
、

コ
ー
ラ
ス
が
披
露
さ
れ
、
華
や
か
な
祝
宴
が
催

さ
れ
た
。

　

２
０
１
４
年
春
に
就
職
を
控
え
る
長

井
工
業
高
校
生
2
年
生
を
対
象
に
し
た

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
参
加

し
た
生
徒
た
ち
は
、
就
職
活
動
に
臨
む

際
の
心
構
え
や
必
要
な
準
備
、
職
業
選

択
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
置
賜
総
合
支
庁

委
託
事
業
「
若
者
就
職
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
設
置
事
業
」
の
一
環
と
し
て

開
催
。
地
元
企
業
10
社
（
飯
鉢
工
業
／

光
洋
精
機
／
慈
光
園
／
高
橋
設
備
／
那

須
建
設
／
ニ
ク
ニ
／
日
本
Ｇ
Ｔ
／
葉
山

建
設
／
フ
ュ
ー
メ
ッ
ク
／
マ
ル
コ
ン
デ

ン
ソ
ー
）
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ

る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
の
前
半
で
は
、
社
会
保
険

労
務
士
の
堀
越
俊
一
郎
先
生
が
「
知
っ

て
お
き
た
い
会
社
と
働
く
人
の
ル
ー

ル
」
と
題
し
、
労
働
時
間
や
賃
金
、
残

業
、年
金
の
仕
組
み
を
紹
介
し
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
長
井
の
渡
部
正
所
長
は
「
働
く

こ
と
の
意
味
・
企
業
が
求
め
る
人
材
像

と
は
」
と
題
し
、
自
分
自
身
で
進
路
を

決
め
る
大
切
さ
を
呼
び
か
け
た
。
後
半

で
は
模
擬
面
接
も
開
か
れ
、
生
徒
た
ち

は
真
剣
な
表
情
で
臨
ん
で
い
た
。
同
セ

ミ
ナ
ー
は
３
月
に
荒
砥
高
校
、
小
国
高

校
で
も
実
施
さ
れ
る
。

西
置
賜
若
者
就
職
支
援
事
業

高
２
対
象
セ
ミ
ナ
ー

『
就
職
準
備
活
動
支
援
』
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当
所
が
日
商
の
委
託
を
受
け
実
施
し
て
い

る
全
国
展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、
最

後
の
新
商
品
開
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
2
月

1
日
開
催
し
た
。

　

地
域
振
興
委
員
会
と
の
合
同
で
実
施
し
た

こ
の
会
議
に
は
、
本
事
業
に
お
い
て
年
間
を

通
じ
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
神
戸
国
際
大
学

経
済
学
部
の
中
村
智
彦
教
授
と
、
㈱
ア
サ
ー

テ
ィ
ブ
＆
シ
ー
エ
ス
の
桜
井
真
理
子
取
締
役

開
発
部
長
の
2
名
の
専
門
家
を
招
き
、
今
年

度
事
業
の
報
告
と
総
括
を
述
べ
た
。

　

中
村
氏
は
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
活
用
し
た
情

報
発
信
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
が
可
能
に
な
っ
た
。
他
の
地
域
と

の
交
流
等
も
う
ま
く
活
用
し
、
地
域
を
売
り

込
む
戦
略
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
講
評
し
た
。

　

一
方
、
桜
井
氏
は
「
ま
ず
は
存
在
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。
情
報
を
上
手
に
発

信
し
な
が
ら
、
事
業
者
間
の
連
携
を
強
化
し
、

メ
ニ
ュ
ー
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
」
と
提
言
し
た
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、

草
岡
ハ
ム
加
工
組
合
が
開
発
し
た
「
バ
ー

ニ
ッ
ク
・
ソ
フ
ト
サ
ラ
ミ
」
は
、
2
月
16
～

18
日
に
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
で
行
わ
れ
た

〝
Ｙ
Ｂ
Ｃ
お
い
し
い
も
の
フ
ェ
ア
〟
に
初
出

品
さ
れ
た
。
ま
た
、
あ
や
め
そ
ば
舟
越
が
開

発
し
た
「
さ
く
ら
玄
米
う
ど
ん
」
が
2
月
15

日
に
開
い
た
試
食
会
を
経
て
、
19
日
に
は
山

形
県
米
粉
利
用
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協

議
会
が
主
催
す
る
〝
や
ま
が
た
米
っ
粉
フ
ェ

ス
タ
〟
の
試
食
交
流
会
に
出
品
さ
れ
、
ブ
ー

ス
に
訪
れ
た
多
く
の
来
場
者
が
試
食
し
た
。

■あやめそば舟越が開発し
た「さくら玄米うどん」
吉田製粉の「焙煎玄米粉」
をブレンドした、こめっ
こ玄米うどん。香ばしい
香りと味が特徴。

■草岡ハムが開発した馬肉
で作ったサラミ「バー
ニック・ソフトサラミ」
ソフトサラミなのでドラ
イサラミよりは柔らかく
食べやすいのが特徴。

■最後の新商品開発ワークショップの様子

　

今
年
も
手
作
り
の
ス
ノ
ー
ラ

ン
タ
ン
約
5
千
個
に
ロ
ウ
ソ
ク

が
灯
さ
れ
、
街
中
が
フ
ァ
ン
タ

ジ
ッ
ク
な
一
夜
を
演
出
し
ま
し

た
。

　

メ
イ
ン
会
場
に
な
っ
た
の
は
、

桑
島
記
念
館
前
、
フ
ラ
ワ
ー
長

井
線
長
井
駅
、
大
町
「
花
の
サ

サ
キ
」
さ
ん
駐
車
場
の
3
ヶ
所
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
数
多

く
の
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
た
屋
台

や
出
店
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
催

し
物
な
ど
で
市
民
ら
を
も
て
な

し
、
多
く
の
人
出
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

■オープニングセレモニー会場となった桑島記念館。雪
んこまんじゅうプレゼント券の引換で長蛇の列ができ
た。また屋台に並べられた当日限りの特製メニューは、
本町商店街の各飲食店（8 店舗）が持ち寄った。

■長井駅の待合室では、
訪れた客があったか
屋台や売店で求めた
寒だら汁、さくらフ
ランク、あんまん等
を堪能していた。鈴
木酒造店長井蔵の

「甦る」試飲も行わ
れた。

■大町会場では特設の「バラの足湯」が設けられ、バラ
の香りと足元のぬくもりを楽しんだ。他にも山の音楽
隊花音によるコップベル演奏会、おしっさま雪像やこ
ろころキャンドル作りの体験コーナーなど好評だった。

幻
想
的
な
世
界
に
一
変
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米
沢
・
長
井
・
会
津
喜
多
方
・
会
津
若

松
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
集
う
「
四
単
会
連
携
交
流

会
」
が
、
今
年
は
八
重
の
桜
ブ
ー
ム
に
沸

く
会
津
若
松
で
行
わ
れ
た
。
長
井
Ｙ
Ｅ
Ｇ

か
ら
5
名
が
参
加
し
た
。

　

交
流
会
後
に
、
会
津
若
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
案

内
で
鶴
ヶ
城
・
大
河
ド
ラ
マ
館
・
宮
泉
酒

造
・
御
薬
園
を
視
察
し
た
。
市
内
に
は
歴

史
的
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
、
線
と
し
て

観
光
コ
ー
ス
を
組
め
る
強
み
が
あ
る
が
、

ま
だ
風
評
の
影
響
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
。

今
年
は
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
し
て
、
観

光
客
の
大
幅
増
加
を
期
待
し
て
い
る
。

　

会
津
に
も
馬
肉
を
食
す
る
文
化
が
あ
る

と
い
う
の
で
、「
桜
鍋 

吉
し
多
」
を
訪
れ
、

「
桜
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
定
食
」
を
頂
い
た
。

　

も
の
づ
く
り
技
術
者
を
育
成
し
、
国
家

認
定
技
能
試
験
の
合
格
を
目
指
す
生
産
基

盤
技
術
研
修
の
最
後
の
職
種
「
金
型
製
作

研
修
」
が
2
月
2
日
で
終
了
し
た
。

　

当
初
の
研
修
計
画
で
は「
金
属
プ
レ
ス
」

「
射
出
成
形
」「
ワ
イ
ヤ
放
電
加
工
」「
マ

シ
ニ
ン
グ
」
の
４
職
種
で
あ
る
が
、
4
月

か
ら
8
月
に
か
け
研
修
と
試
験
は
す
で
に

終
了
し
て
い
る
。

　
「
金
型
製
作
検
定
」
は
、
本
県
で
は
今

年
度
か
ら
初
め
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
検
定
で
、
当
所
で
も
後
期
研
修

と
し
て
急
き
ょ
組
み
入
れ
た
も
の
で
あ

る
。
5
名
の
受
講
者
は
、
佐
藤
光
太
郎
さ

ん(

㈱
長
井
製
作
所)

の
指
導
の
も
と
熱

心
に
研
修
を
行
っ
た
。

　

長
井
市
の
補
助
を
受
け
て
い
る
「
明
日

の
製
造
業
を
担
う
人
材
育
成
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
研
修
事
業
は
３
ヶ
年
計
画
の
２
年

目
。
ア
ン
デ
ン
㈱
元
専
務
取
締
役
の
赤
土

肇
氏
の
指
導
を
受
け
、
毎
月
開
催
し
て
い

る
セ
ミ
ナ
ー
を
「
創
邑
会
（
そ
う
ゆ
う
か

い
）」
と
称
し
て
い
る
。

　

現
在
６
社
か
ら
10
名
が
研
修
し
、
社
内

で
抱
え
る
課
題
を
抽
出
す
る
た
め
、
講
師

と
の
一
対
一
で
Ｑ
＆
Ａ
方
式
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
現
場
に
立
ち
入

り
議
論
を
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
研
修

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
創
邑
会
に
こ
の
ほ

ど
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
取
材
が
入
り
、
放
映
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。（
創
邑
会
で
は
25
年

度
研
修
生
を
募
集
す
る
。）

　

長
井
市
が
経
済
産
業
省
の
「
中
心
市
街

地
活
性
化
の
取
組
に
対
す
る
診
断
・
助
言

等
支
援
事
業
」
を
受
け
、
み
ず
ほ
総
研
な

ど
の
専
門
家
に
よ
る
指
導
を
得
な
が
ら
、

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
作
成
や
中
心
市
街
地
活

性
化
基
本
計
画
に
盛
り
込
む
事
業
の
検
討

な
ど
を
行
っ
た
内
容
の
報
告
会
。
約
80
名

が
参
加
し
た
。

　

専
門
家
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
㈱
Ｇ
Ｅ
Ｎ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
奥
村
玄
社
長
か
ら
長
井

市
の
特
性
、
可
能
性
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。
ま
た
診
断
助
言
事
業
に
つ
い
て

は
、
み
ず
ほ
総
研
の
吉
田
健
二
上
席
主
任

研
究
員
が
実
施
経
過
と
調
査
結
果
を
報

告
、
そ
の
後
、
事
業
に
参
加
し
た
市
内
の

商
業
者
等
が
、
事
業
ア
イ
デ
ア
発
表
を

行
っ
た
。

2/4

診
断
助
言
事
業
報
告
会

中
心
市
街
地
活
性
化
ア
イ
デ
ア
披
露
宴

2/8

Ｙ
Ｅ
Ｇ　
四
単
会
連
携
交
流
会

八
重
の
桜　
会
津
若
松
で
交
流

2/2

生
産
基
盤
技
術
研
修

金
型
製
作
研
修

2/21

製
造
業
受
注
開
拓
セ
ミ
ナ
ー

「
創
邑
会
」
に
取
材

●アイデア発表で、共通ののぼり旗・マップ作
成を提案した須藤俊一郎氏（須藤米穀店）

●鶴ヶ城の前で、集まった四単会メンバー

●真剣な眼差しでフライス盤を操作する受講生

● NHK の取材を受けている創邑会のセミナー風景
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意 提
　

昨
年
9
月
14
日
、
政
府
は
「
２
０
３
０
年

代
に
原
子
力
発
電
所
稼
働
ゼ
ロ
」
を
柱
と
す

る
革
新
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
戦
略
を
定
め

た
。
同
戦
略
で
は
発
送
電
分
離
な
ど
を
含
む

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
を
12
年
末
ま
で
に
断
行

す
る
と
し
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
11
月
７

日
、
経
済
産
業
省
の
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革

専
門
委
員
会
」
が
再
開
さ
れ
、
電
力
自
由
化

の
方
針
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
再
確
認
さ
れ

た
。
し
か
し
、
今
の
電
力
自
由
化
論
議
に
は

抜
け
落
ち
て
い
る
論
点
が
少
な
く
と
も
３
つ

あ
る
。

◆
原
子
力
事
業
抜
き
の
議
論
は
あ
り
え
な
い

　

第
一
の
論
点
は
、「
今
後
国
は
原
子
力
事

業
に
ど
う
関
与
し
て
い
く
か
」
を
明
確
に
す

る
こ
と
な
く
し
て
、
電
力
の
シ
ス
テ
ム
改
革

を
進
め
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
は
ず
だ
が
、

改
革
議
論
の
射
程
か
ら
は
完
全
に
外
さ
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

　

国
の
基
準
を
守
っ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、

原
子
力
発
電
所
事
故
を
起
こ
し
た
電
力
会
社

は
、
そ
の
損
害
賠
償
責
任
を
免
れ
な
い
。
電

力
会
社
の
み
が
無
限
責
任
を
負
う
現
行
制
度

の
下
で
は
、
電
力
会
社
が
原
子
力
事
業
を
継

続
す
る
こ
と
は
、
難
し
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ

う
。

　

電
力
改
革
の
当
事
者
と
な
る
電
力
会
社
に

と
っ
て
み
れ
ば
、
日
本
が
国
家
と
し
て
原
子

力
を
維
持
す
る
の
か
、
維
持
し
な
い
の
か
、

確
固
た
る
政
策
的
な
決
断
な
く
し
て
、
発
送

電
分
離
は
も
と
よ
り
、
そ
も
そ
も
自
由
化
に

向
け
て
の
企
業
戦
略
を
ど
う
考
え
て
い
く
か

や
、
自
ら
の
事
業
範
囲
を
ど
う
拡
張
し
て
い

く
か
な
ど
、
基
本
的
な
経
営
方
針
を
立
て
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

あ
る
い
は
、
今
後
も
原
子
力
を
維
持
す
る

と
い
う
の
な
ら
、
官
民
の
リ
ス
ク
や
負
担
の

分
担
を
ど
う
す
る
の
か
、
そ
の
関
連
で
原
子

力
損
害
賠
償
法
を
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
に
す

る
の
か
な
ど
、
国
と
し
て
答
え
を
出
す
べ
き

問
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
い
っ
こ
う
に
議

論
が
進
ん
で
い
る
様
子
が
な
い
。

　

仮
に
自
由
化
が
進
め
ば
、
電
力
会
社
は
競

争
に
さ
ら
さ
れ
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
要
求
さ
れ

る
。
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門
委
員
会
が

い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
経
済
性
を
度
外
視
し

て
で
も
、
安
全
性
を
重
視
す
べ
き
と
い
う
な

ら
、
自
由
化
に
よ
る
競
争
と
原
子
力
発
電
の

維
持
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く

な
っ
て
く
る
。
結
局
、
現
在
政
府
で
進
め
ら

れ
て
い
る
自
由
化
論
議
は
、
原
子
力
発
電
の

取
り
扱
い
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
に
関
す

る
選
択
肢
な
ど
、
本
来
で
あ
れ
ば
総
合
的
に

検
討
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
の
関
連
づ
け
が
不

明
な
ま
ま
、
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
ほ
か

な
い
。

◆
小
売
り
自
由
化
は
ど
う
な
る
の
か

　

政
府
の
自
由
化
論
議
で
抜
け
落
ち
て
い
る

第
二
の
論
点
は
、
小
売
り
の
自
由
化
を
ど
う

す
る
の
か
、
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
改
革
論

は
、
い
か
に
電
力
会
社
の
既
得
権
を
剥
奪
す

る
か
と
い
う
こ
と
に
重
き
が
置
か
れ
て
、
発

送
電
分
離
や
卸
電
力
取
引
市
場
と
い
う
供
給

サ
イ
ド
の
話
し
か
さ
れ
て
い
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
原
子
力
発
電
所
事
故
を
契
機
に
電
力
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
始
め
た
ユ
ー

ザ
ー
は
、
家
庭
を
中
心
と
す
る
小
口
ユ
ー

ザ
ー
だ
。
し
か
し
、
小
売
り
分
野
で
の
政
策

が
全
く
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

◆
災
害
時
の
対
応
に
不
安

　

第
三
の
論
点
は
、
発
送
電
分
離
を
含
む
自

由
化
を
進
め
た
場
合
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と

き
の
対
応
に
つ
い
て
、
か
な
り
の
不
安
が
残

る
。
自
由
化
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
事
業
者

の
法
的
な
供
給
義
務
が
外
さ
れ
た
場
合
、
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
需
給
調
整
を
行

な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
自
由
化
さ
れ
て

競
争
が
激
し
く
な
る
と
、
ど
の
電
力
会
社
も

余
分
な
発
電
設
備
を
持
た
な
く
な
る
。

　

政
府
の
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門
委
員
会

は
、「
東
日
本
大
震
災
は
、
わ
が
国
の
長
年

に
わ
た
る
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
の
持
続
可
能

性
に
つ
い
て
大
い
な
る
疑
問
を
も
た
ら
し

た
」
と
す
る
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
っ
て
、
か
え
っ
て
日
本
の
電
力
シ
ス
テ
ム

の
強
靭
さ
が
証
明
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

◆
恣
意
的
か
つ
強
権
的
な
介
入
に

つ
な
が
る
恐
れ　

　

自
由
化
の
目
的
は
、
あ
く
ま
で
電
力
ユ
ー

ザ
ー
に
対
す
る
低
廉
か
つ
安
定
的
な
電
力
供

給
を
確
保
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
由
化
の
看
板
の
下
に

隠
れ
て
、「
大
事
故
を
起
こ
し
た
電
力
会
社

を
懲
ら
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

政
治
的
目
的
だ
け
を
追
求
す
る
も
の
に
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
電
力
の
自
由
化
＝
電
力
料
金

が
下
が
る
」
と
い
う
図
式
は
、
発
電
設
備
が

余
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
有
効
活
用
さ
れ
て
い

な
い
場
合
の
話
で
あ
る
。
い
ま
の
日
本
の
よ

う
に
、
原
子
力
発
電
が
再
稼
働
せ
ず
、
設
備

余
剰
が
少
な
い
場
合
、
自
由
化
に
よ
っ
て
電

気
料
金
は
上
昇
す
る
は
ず
だ
。
自
由
化
に
よ

る
電
気
料
金
抑
制
に
は
、
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
時
期
も
決
ま
ら
な
い
う

ち
に
、
自
由
化
の
論
議
だ
け
を
進
め
る
の
は

危
険
だ
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
政
府
が
進
め
る
電
力
改
革

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
が
生
じ
る
の
だ
が
、

一
方
で
既
存
の
電
力
会
社
に
も
従
来
の
殻
に

閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
な
く
、
大
い
に
変

革
を
促
し
た
い
。（
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
2
／
11
号
）

見 言

⇒全文は、http://eco.jcci.or.jp/wp-content/uploads/2013/02/cci-news0211.pdf

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、
電
気
料
金
の

上
昇
抑
制
と
安
定
供
給
の
確
保
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
以

来
、
訴
え
続
け
て
き
た
。
電
力
小
売
り

の
全
面
自
由
化
や
発
送
電
分
離
な
ど
の

「
改
革
」
は
解
決
策
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

「
事
実
」
に
基
づ
い
て
考
え
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
。
今
回
は
国
際
環
境
経
済

研
究
所
の
澤
昭
裕
氏
の
執
筆
記
事
を
紹

介
す
る
。

電
力
自
由
化
論
の

　
　
　 

致
命
的
な
欠
陥

国
際
環
境
経
済
研
究
所

所
長

澤
　
　
昭
　
裕 

氏
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地域経済指標・ＬＯＢＯ調査

★長井市の人口　平成25年1月31日現在
　人　口　28,787人（男 13,942人、女 14,845人）
　世帯数　9,639

地域経済指標地域経済指標
★山形県企業倒産状況 ★建築確認申請状況

★月別求人倍率・有効求人・有効求職の状況（パートタイムを含む全数）（負債総額 1,000万円以上） （長井市）
【平成25年1月末現在】

負債額単位：百万円 【平成25年1月延べ面積単位：㎡】

【業種別】 件　数
※（　）は、西置賜の数字 ％ 負債総額

（百万円） ％

一 次 産 業
（農林漁業・鉱業） 1 　 16.7 70 36.5

建 設 業 1 　 16.7 30 15.6

製 造 業 　

卸 売 業

小 売 業 2 　 33.3 35 18.2

金融・保険業

不 動 産 業

運輸・通信業 1 　 16.7 10 5.2

サービス業 1 　 16.7 47 24.5

計 6 　 100.0 192 100.0
協力／㈱東京商工リサーチ山形支店 協力／ハローワーク長井

協力／長井市まち・住まい整備課

新　築 増改築

専用住宅
件　　数 1 1

延べ面積 126.69 104.34

併用住宅
件　　数 0 0

延べ面積 0.00 0.00

そ の 他
（工場・　

店舗含）

件　　数 0 1

延べ面積 0.00 39.74

合　　計
件　　数 1 2

面　　積 126.69 144.08
月

項目 Ｈ24.12月 Ｈ24.1月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 8月 9月 10 月 11 月 12 月
有効求人
倍　　率 0.61 0.65 0.68 0.72 0.66 0.59 0.66 0.72 0.65 0.66 0.67 0.76 0.74
有　　効
求 人 数 694 767 813 817 817 734 785 835 758 749 749 849 822
有　　効
求職者数 1,147 1,175 1,188 1,240 1,236 1,184 1,184 1,154 1,161 1,133 1,110 1,117 1,110

LOBO 調査

産 業 別 概 況
【全国の 1 月調査速報】

［商工会議所早期景気観測調査］
※2013年1月17日〜23日に、全国の417商
工会議所が3,089企業などにヒアリング
（東北については、被災を免れた企業や被害が
軽微な企業から回答）

（内訳）建設業　465　製造業　743　卸売業　335
　　　　小売業　744　サービス業　802

業況ＤＩは、改善。先行きも景気回復への期待感が高まる

　１月の全産業合計の業況ＤＩは、▲ 29.6 と、前月
から＋ 4.5 ポイントの改善。政府による緊急経済対
策や円安株高傾向に伴う景気回復に向けた期待感の高
まりから、製造業・非製造業を問わず企業心理の改善
が見られ、個人消費でも一部で明るい兆しが出ている。
しかし、足元では、円安に伴い燃料や原材料価格が上
昇していることから、中小企業では、経営環境の好転
に対する実感が乏しい。
　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲ 19.4

（今月比＋ 10.2 ポイント）と、大幅に改善する見込
み。政府による公共工事をはじめとした大型補正予算
の執行や、輸出関連企業の業績改善を背景とした景気
回復への期待感が高まっている。一方で、円安の進行
による燃料や原材料の価格上昇、電力料金の値上げな
ど、先行きに対する警戒感も依然として根強い。

【建設業】からは、「公共工事の増加が見込まれる。受
注確保のため、技能工等の人員体制強化が急務」（一
般工事業）、「大手を中心にメガソーラーへの参入が加
速しており、受注も増えている」（一般工事業）、「円
安により、輸入建築資材の価格上昇が見込まれるもの
の、価格転嫁が難しい」（リフォーム工事業）などの
声が寄せられている。 

【製造業】からは、「タオルなどの原材料となる綿花を
中国が大量に買い付けており、今後の仕入への影響が
不安」（繊維製品製造業）、「燃料の高騰と電力料金の
値上げによる採算悪化が懸念される」（陶磁器製造業）、

「円安の進行により、為替差益が発生。業況も改善し
ている」（自動車部品製造業）などの声が寄せられて
いる。 

【卸売業】からは、「取扱商品の大半が輸入品であるた
め、急激な円安により悪影響が出ている」（繊維品卸
売業）、「円安を受けて、取引先に自社が取り扱う輸入
商品の値上げを交渉している」（服飾品卸売業）、「海
外向け商品の受注増が期待される」（家具・建具卸売業）
などの声が寄せられている。 

【小売業】からは、「年始は日の並びが良く、長期の連
休となったことで、来店客数・売上ともに前年を上回っ
た」（百貨店）、「低価格帯の米の需要が拡大しており、
仕入に支障が出ている」（米穀類販売店）、「地元市民
の消費意欲は低迷しているものの、大河ドラマの効果
により、観光客が増加。売上も伸びている」（商店街）
などの声が寄せられている。 

【サービス業】からは、「円安の影響で燃料費が上昇し
ており、負担が大きい」（運送業）、「野菜の仕入価格
が上昇。売上は好転しているものの、利益が出ない」（飲
食店）、「利益率は低いものの、ビジネス客を中心に動
きが出始めており、上向きつつある」（旅館業）など
の声が寄せられている。
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TEL 84-3444
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東
北
財
務
局
で
は
、
平
成
25
年
3
月
末

の
「
中
小
企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円

滑
化
を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る

法
律
」
の
期
限
到
来
後
も
引
き
続
き
地
域

の
金
融
円
滑
化
の
施
策
の
推
進
等
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
般
、
個
々
の
借
り
手
の
皆
様
か
ら
の

ご
質
問
・
ご
相
談
等
に
き
め
細
か
く
対
応

す
る
た
め
、
金
融
円
滑
化
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
相
談
等
を
お
受
け
す
る
「
中
小
企

業
等
金
融
円
滑
化
相
談
窓
口
」
を
下
記
の

と
お
り
設
置
し
ま
し
た
の
で
ご
案
内
い
た

し
ま
す
。

○
以
下
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
、ご
質
問
・

ご
相
談
等
を
お
受
け
し
ま
す
。

（
１
）
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の
期
限

到
来
後
に
お
け
る
金
融
機
関
や
金
融

庁
・
財
務
局
の
対
応 

（
２
）
借
入
れ
や
返
済
に
つ
い
て
、
取
引

金
融
機
関
と
の
間
で
お
困
り
の
こ
と 

（
３
）
経
営
改
善
や
事
業
再
生
に
関
す
る

中
小
企
業
支
援
策
の
内
容 

○
各
財
務
局
・
財
務
事
務
所
の
担
当
職
員

が
、
皆
様
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
質
問
や
ご

相
談
等
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

助
言
等
も
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
ご
同

意
い
た
だ
け
れ
ば
、
金
融
機
関
へ
の
事

実
確
認
等
を
行
い
ま
す
。

○
ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
専
門
の
機
関
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

（
地
方
公
共
団
体
、
経
済
産
業
局
、
信
用
保
証

協
会
、
政
府
系
金
融
機
関
、
商
工
会
、
商
工
会

議
所
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、
中
小
企
業
再

生
支
援
協
議
会
、
企
業
再
生
支
援
機
構 

等
）

【ご相談窓口 】
�東北財務局

（電話受付時間：平日 9：00 〜 17：45）
　住所：〒 980-8436

仙台市青葉区本町 3-3-1 仙台合同庁舎
Tel：022-263-9622
Fax：022-261-1796

�山形財務事務所
　住所：〒 990-0041

山形市緑町 2-15-3
Tel：023-625-6295
Fax：023-641-5360

い　　つ：４月２５日㈭〜２７日㈯（２泊３日）
会　　場：砺波市

（2013 となみチューリップフェア）
主な内容：・我がまち紹介・砺波市内視察
　　　　　・フラワーパーティ ・交流物産展
交通機関：貸切大型バス
負 担 金：５万５千円程度（予定）

（その他視察）
○安曇野 大王わさび園と安曇野ちひろ美術館
○国宝 松本城天守閣
○高山市内 陣屋前朝市散策
○上二之町・三之町界隈散策（古い町並み）

（宿　　泊）
一泊目：高山グリーンホテル
二泊目：砺波ロイヤルホテル
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2
月
の
常
議
員
会

■
日　

時　

2
月
13
日
（
水
）

■
出
席
者　

13
名

■
議　

題
（
協
議
事
項
）
※
す
べ
て
承
認

　

第
１
号
議
案　
　

　

会
員
加
入
承
認
に
つ
い
て
（
３
件
）

 

・
ほ
っ
こ
り
居
酒
屋
鈴
や

（
代
表　

鈴
木　

智
）

 

・
伸
栄
総
業
株
式
会
社

（
代
表　

渡
部　

潔
）

他　

1
件

　

第
２
号
議
案　
　

　

平
成
24
年
度
中
小
企
業
相
談
所
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て　

【
報
告
事
項
】

①
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の
期
限
到
来

後
の
検
査
・
監
督
の
方
針
に
つ
い
て

②
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

　

2
月
の
常
議
員
会
で
は
、
市
観
光
振

興
課
の
平
正
行
課

長
、
同
課
鈴
木
広

弥
主
幹
を
お
招
き

し
、
長
井
市
観
光

振
興
計
画
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

□ 

長
井
青
年
会
議
所 

□

　

新
年
度
役
員
決
ま
る

　

公
益
社
団
法
人
長
井
青
年
会
議
所
の

通
常
総
会
が
1
月
30
日
開
催
さ
れ
、
新

年
度
の
役
員
が
承
認
さ
れ
た
。
新
役
員

は
以
下
の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
理
事
長
】鈴
木
喜
典（
㈲
萬
寿
屋
）【
直

前
理
事
長
】
吉
田
重
成
（
㈱
吉
田
製
作

所
）【
顧
問
・
未
来
創
造
会
議
議
長
】

横
山
敬
生（
㈲
ム
ス
メ
ヤ
花
店
）【
監
事
】

飯
鉢
文
義（
飯
鉢
工
業
㈱
）【
副
理
事
長
】

齋
藤
繁
喜（
㈱
ベ
ル
テ
ィ
ー
サ
イ
ト
ウ
）

【
同
】
板
垣
洋
一
（
板
垣
塗
装
店
）【
専

務
理
事
】
井
上
典
嗣
（
㈱
事
務
機
セ
ン

タ
ー
青
光
社
）【
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
支
援

室
室
長
】
樋
口
和
哉
（
㈲
新
ナ
ガ
モ
ク
）

【
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
支
援
室
副
室
長
】
佐

藤
真
光
（
宗
教
法
人
相
応
院
）【
未
来

創
造
会
議
副
議
長
】
小
関
幸
一
（
㈱
サ

ン
ノ
ー
企
画
印
刷
）【
同
】遠
藤
浩
樹（
㈲

遠
藤
電
工
）【
ひ
と
づ
く
り
委
員
会
委

員
長
】
椎
名
恭
一
（
日
本
郵
便
㈱
豊
田

郵
便
局
）【
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員

長
】大
竹
貴
之（
大
竹
電
気
工
事
㈱
）【
事

務
局
長
】風
間
正
志（
㈲
風
間
書
店
）【
総

務
局
長
】
梅
津
壮
一
郎
（
㈾
三
浦
屋
書

店
）



会
　
員
　
伝
　
言
　
板

 3 月 の行事予定
1 金 ○三役会

2 土

3 日

4 月
○女性会全体会
○㈱精工社製作所新規工場開設祝賀会 
○青年部会H 25 役員会

5 火

○長井まちづくり基金委員会　
○社会保険委員研修会（東京第一ホテル米沢）　
○長井市勤労者互助会記念誌委員会慰労会

（しらさぎ荘）
○ながい雪灯り回廊まつり反省検討会

6 水 ○税務個別相談 （ 金田税理士 ） 
○青年部会役員会

7 木

8 金

9 土

10 日 ○はぎ苑落成披露祝賀会

11 月 ○税務個別相談 （ 長澤税理士 ） 
○三役会 ／ 常議員会

12 火 ○おしょうしな会議「アロマ講座」

13 水

○２学年就職準備活動支援事業（小国高校）
〜 14 日

○商工支援団体ブロック内連携事業「デンソー
生産技術講演会」

14 木 ○創邑会
○青年部会卒業式

15 金 ○知財総合支援窓口
○２学年就職準備活動支援事業（荒砥高校）

16 土

17 日

18 月 ○県内相談所長会議（ワシントンホテル）
○２学年就職準備活動支援事業（荒砥高校）

19 火
○青年部会県連商工会青年部との合同研修会

（山形国際ホテル）
○県連女性会会長会議（山形グランドホテル）

20 水 春分の日

21 木 ○日商委員会　〜 22 日
○第２回金融懇談会

22 金

○県連事業「県選出国会議員との懇談会」
（議員会館）

〇置賜地域経済対策連絡会議（置賜総合支庁）
○労働保険業務担当者研修会

（山形市総合スポーツセンター）
○県連YEG新旧役員会・臨時総会（鶴岡市）　
◇OLEＤながい

23 土

24 日

25 月

26 火 ○新入社員セミナー　27 日

27 水

28 木 〇通常議員総会

29 金

30 土

31 日

＋今月の献血＋

3月20 日㈬ ㈱ヨークベニマル長井店
10：00 〜 12：00

13：00 〜 16：00

☆全血のみで、200mℓと 400mℓの全血献血ができます。
　問合わせ　長井市健康課　TEL 84 ─ 6822

事　業　所　名 前代表者 新代表者

公益社団法人　長井青年会議所 吉 田 重 成 鈴 木 喜 典

●代表者名変更のお知らせ （敬称略）

➡

事 業 所 名 代表者名 住　　　所 部 会

ほっこり居酒屋　鈴や 鈴木　智 長井市ままの上 11-12 生活衛生・
観 光

伸 栄 総 業 ㈱ 渡部　潔 長井市本町 1-4-35 建 設

ようこそ！新入会員（敬称略）


